御社代表取締役社長○○○○○様　ご入院中のところ、ご養生かなわずご逝去の報に接し、ご一同のご愁傷のきわみ拝察にあまるものがございます。

故人ご在世中は、殊の外ご厚情を賜りましたのに、何のお報いもできませず、誠に心残りに思っております。

いずれ参上のうえ、ご焼香させていただく所存でございますが、とりあえず、ご香料を同封いたしますので、ご霊前にお供えいただければ幸甚に存じます。

まずは略儀ながら、書中にてお悔やみ申し上げます。
合掌
　○○年○○月○○日
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　○○○○○株式会社

　　代表取締役専務　○○○○○様







